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第４回 後志利別川流域治水協議会 議事概要 
 

開 催 日 ：令和５年３月６日（月） 

開催方法 ：ＷＥＢ会議による議事   

 

【議題】 

（１）流域治水協議会の経過報告と今後の予定について 

（２）幹事会の報告について 

（３）流域治水プロジェクトの取組について 

 

【議事概要】 

（１） 流域治水協議会の経過報告と今後の予定について 

異議なし 

 

（２） 幹事会の報告について 

異議なし 

 

（３） 流域治水プロジェクトの取組について 

      異議なし 

 

（今金町） 

  協議会で連携し災害を防げるような対策対応に努めていかなければならない。子供たち

を含めて、地域の方々に、防災・減災を十分理解して頂けるような場面をこれから努めて

いく。 

 

（せたな町） 

内水氾濫と外水氾濫対策は、平行して実施する必要があり、関係機関様がそれぞれの立

場で役割を果たすことが求められる。 

 

（函館地方気象台） 

  昨年８月の大雨のような現象はこれからも発生するので、各機関協力して対策を取って

いかなければならない。川の会議なのでふさわしくないかもしれないが、大雨時には土砂

災害もある。土砂災害の危険性は感じにくいが、キキクルを活用していただくとともに、

建設管理部と共同で「土砂災害警戒情報」も発表しているので、避難に活用して欲しい。

ここ数日気温が高く、融雪も進んでいるが、キキクルには融雪は考慮されていないので、

融雪注意報等を参考にして頂きたい。 
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（檜山振興局） 

  昨年の８月豪雨災害では、構成機関で連携を密に対応出来たと考えている。来年度以降

も災害復旧を計画的に行えるよう、引き続きの協力と今後も想定以上の災害に向け、連携

した取組をお願いしたい。 

 

（渡島総合振興局） 

  支川の改修事業については、事業を促進して参りたい。その他河川についても、現地の

状況を確認しつつ、計画的に土砂の掘削、立木の伐採を実施していきたい、今後ともご協

力をお願いします。 

 

（狩場利別土地改良区） 

  河川改修によって外水の水位の低下が見込まれるが、内水対策についても平行して実施

しなければならない。 

 

（渡島森林管理署） 

  最近の雨の降り方がかなり強いので、保水よりも山の表面を一気に下るように変わって

きているので、何か対策を考えなければならないが、事業としては、森をしっかり作り、

保水機能を上げて、森林整備を粛々と進めていく。 

 

（森林整備センター） 

  後志利別流域には、事業地は無いが、今後事業地が出てきましたら、植栽・間伐等事業

を実施していきたい。 

 

（北檜山市街地町内会） 

  強いまちづくりが必要で、防災訓練についても引き続き実施していきたい。 

 

（今金連合町内会） 

  タイムラインを中心にしながら、訓練を重ねることが必要だと思う。多くの地域でタイ

ムラインを作成していきたいと考えている。 

 

（田代地区連合自治会） 

  各機関の取組を確実に実行することが大事である。支川の整備や維持管理も実施して頂

きたい。災害後の対策についても検討して頂きたい。 

 

（函館開発建設部） 

  本川の対策を実施して参りますし、関係機関の皆さんと手を携えながら、流域の安全度



3 
 

が増すように、皆様と一緒に取り組んで参りたい。 

  住民の皆さんの防災意識の向上は、とても大切ですので、タイムラインを取り組んで頂

き、進化させて頂けるとありがたい。                    

 

  以上 


